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南部町「3つの花」体操普及事業の報告（第 2報） 

佐貫 綾乃 

要旨 令和 2年度から 3年度にかけて、青森県南部町において「3つの花」体操普及事業を行なった。

この事業の目的は、南部町独自の体操を普及・実践することで運動習慣の定着を図ることである。第 1

報では令和 2 年度の事業の経緯を振り返り、記録として整理するとともに、体操の内容の考察を行い、

今年度の普及活動でエビデンスに基づいた指導実践を進めるための資料とした。第 2 報の目的は、令

和 3年度に実施した普及活動の報告と、アンケート調査をもとに現状の普及状況についてまとめ、次年

度以降の参考資料とすることである。現時点では十分な普及状況とは言い難いが、認知度が高まって

いるという手応えがある。幅広い世代にとって愛着のある体操となり、町民の健康の保持・増進や、運動

習慣の向上のために活用してもらいたい。 

 

１．はじめに 

第1報に続き、本稿で取り上げる南部町「3つの花」体操普及事業は、南部町の合併10周年を記念し

て作られた「3 つの花」という楽曲に合わせた体操を考案し、普及活動を行うものである。南部町は、平

成 18年に南部町（なんぶまち）、名川町、福地村が新設合併したことで南部町（なんぶちょう）となり、令

和 4年 2月現在、人口約 1.732万人が住む地域である。1） 

第 1 報で報告した通り、南部町は健康づくりに非常に力を入れている町であり、「保健・医療・福祉の

充実により安全・安心・快適に暮らせるまち」を目指している。具体的な対策として、現在は平成 30年度

から 5年間の計画で、「健康増進計画第三次すこやか南部 21」に取り組み、これは子どもから高齢者ま

でのあらゆる年代が生涯を通じて健康づくりを実施し、疾病にかかっても重症化予防を行うことで早世

を減少させ、健康寿命の延伸と介護予防の促進を図るものある。2）そこで、運動習慣の定着に向けた取

り組みをまちぐるみで実践するために、南部町独自の体操を考案し、町民誰もがいつでもどこでも行え

る運動として定着を図ることを目的に本事業が開始された。 

厚生労働省によると、「運動習慣は頻度、時間、強度、期間の4要素から定義されるもの」である。また、

運動習慣者を「週 2回以上、1回 30分以上、1年以上、運動をしている者」としており、男性の 28.6％、

女性の 24.6％である(平成 9 年度国民栄養調査)」としている。3）南部町民の健康・運動に関する調査結

果によると、運動習慣のある人（成人）の割合は、平成 28 年度は 29.5％、平成 30 年は 45.2％であり、

運動習慣者が増え、健康意識が高まっていることがうかがえる。しかしながら、2019年 12月以降、新型

コロナウィルスの感染が拡大し、人々の生活は一変した。外出自粛等によって、身体活動量や歩数の

減少、運動不足による筋力の低下および体重の増加など身体的な健康被害はもちろんのこと、ストレス

解消の機会や他者との交流が減ったことで精神的・社会的な健康も脅かされている。特に幼児や児童

など発育期の子どもの健全な成長や、高齢者の筋力・筋肉量の低下や社会的フレイルの進行などに影

響を及ぼすことが考えられ、子どもから高齢者までコロナ禍における健康対策が求められている。 

第1報では、令和2年度の事業の経緯を振り返り、記録として整理するとともに、「3つの花」体操の動

きや目的、効果を整理し、今年度の普及活動でエビデンスに基づいた指導実践を進めるための資料と

することを目的にまとめた。令和 2年度は、音楽のアレンジ、体操の考案、C D・D V D制作が主な事業

内容であり、令和 2年 4月から約 1年かけて完成した。筆者は、「基本編」と「らくらく編」の体操を考案し、

それぞれの立位と座位の 4パターンの動きの振り付けと、体操指導を担当した。 
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令和3年度は普及活動が事業の主内容である。上半期は、小学校や中学校において指導することで

児童らへの普及を図った。また、地域の催しや健康講座での体操の実践および完成披露会を実施した。

第 2報となる本稿では、令和 3年度に実施した普及活動の報告と、現状の普及状況について調査する

ために実施したアンケートの結果をまとめ、次年度以降の参考資料とすることを目的とする。 

 

２．方法 

第一に、本報告を記録資料とするために、小中学校への「3つの花」体操（以下、体操）の指導および

今年度の普及活動を振り返り、令和 3年度の普及活動として整理する。また、第二に、現在の普及状況

の資料とするために、アンケート調査の結果をまとめることとする。 

 

３．令和 3年度の普及活動  

1）小中学校への体操指導    

南部町の児童・生徒らに体操を普及するために、体操講習会として全小学校および中学校に出向き、

小学校は 45分間、中学校は50分間の指導を行った。講習会のスケジュールは表1の通りである。また、

各講習会の様子は図1〜図12の通りである。講習会では、指導者1名（筆者）、南部町の担当保健師1

名に加え、地域住民の「すこやか隊員」のメンバーも毎回 2〜5名ほど参加し、児童らと並んで体操に取

り組んだ。講習会の内容は、ストレッチを含む準備運動を 10〜15 分、動きの説明を 20 分行ったのち、

音楽に合わせて 2回体操を行った。中には、運動会で体操を実践するために事前に練習をしていた学

校もあり、最後には上級生が指導者とともに並び、体操を披露した学校もあった（図 5）。 

 

表 1．令和 3年度「3つの花」体操講習会スケジュール 

期 日 時 間 学校名 対象及び人数 備考 

4月 16日

（金） 

10：40～11：30 杉沢中 全校（15人）   

14：15～15：00 名川南小 全校（21人）   

4月 23日

（金） 

11：35～12：25 南部中 全校（88人）   

14：20～15：00 向小 全校（69人）保護者（30～40人） 参観日に実施 

5月 7日

（金） 

10：20～11：00 杉沢小 全校（25人）   

13：40～14：30 名川中 全校（154人）   

5月 13日

（木） 
13：55～14：40 福田小 6年（30人）   

5月 14日

（金） 

10：30～11：15 南部小 全校（69人）   

13：55～14：40 福地小 全校（80人）   

5月 20日

（木） 
13：40～14：30 福地中 1年（39人）   

5月 21日

（金） 

10：25～11：10 剣吉小 全校（76人）   

14：05～14：45 名久井小 5年（28人）6年（23人）   
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図 1．杉沢中学校                         図 2．名川南小学校 

 

図 3．南部中学校                図 4．向小学校 

 

図 5．杉沢小学校                図 6．名川中学校 

 

図 7．福田小学校                図 8．南部小学校 

 

図 9．福地小中学校               図 10．福地中学校 
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図 11．剣吉小学校              図 12．名久井小学校 

 

2）「3つの花」体操完成披露会 

 小中学校での講習会の他に、完成披露会を開催した。日時は令和 3年 11月 23日（火・祝）14：15〜

15：15の 1時間で、会場は南部町新庁舎のいちょうホールであった。完成披露会前半は、本事業の概

要をスライドショーで振り返った後、保健師および楽曲製作担当であるシンガーソングライターの坂本サ

トル氏、筆者の3名でトークセッションを約40分行った（図13）。打ち合わせから完成に至るまでの楽曲

担当者と振付担当者の両者の思いを中心に、体操製作について意見を交わした。体操の指導および

実演も行い、参加者全員で体を動かして完成披露会を終了した（図 14）。 

 

 

図 13．トークセッション            図 14．体操の実演 

 

４．令和 3年度の普及状況 

1）完成披露会におけるアンケート調査  

上述の完成披露会において、参加者にアンケート調査を行った。回収率は 92％であった。アンケート

項目は以下の通りである。 

 ① 「３つの花」体操を実際にやったことはありますか？ 

② 普段やっている人は、頻度・どのような場面でやっているか、体操をやって何か変化はあったか等、

具体的にご記入ください。 

 ③ 「３つの花」体操を実際にやってみて、いかがでしたか？ 

 ④ 具体的にご記入ください 

⑤ 今後、「３つの花」体操をやろうと思いますか？ 

 ⑥ 「３つの花」体操について、ご要望やご意見がありましたら、ご記入ください。 
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当日の参加者は、小学生2名、中学生2名、30歳代1名、40歳代1名、50歳代2名、60歳代11名、

70歳代34名、80歳代以上4名であった（図15）。また、体操の実践の有無を尋ねた結果、「普段やっ

ている」と回答した者が 9名、「知っているがやっていない」と回答した者が 31名と最も多く、「今日初め

てやった」と回答した者が 16名、未記入が 1名であった（図 16）。 

 普段から体操に取り組んでいる参加者に対し、取り組む頻度や、実践場面、また体操によって表れた

変化について自由記述で回答を求めた（表 2）。数回取り組んでいる様子もあるが、定着までは時間を

要することがうかがえる。また、完成披露会において実際に取り組んだ感想と、自由記述による感想、意

見をまとめた（図 17）（表 3）。体操を実演してみて、「良かった」と回答した者が 40名、「まあまあ良かっ

た」と回答した者が 15名、「あまり良くなかった」、「良くなかった」と回答した者がそれぞれ 0名、未記入

が 1 名であった。難しさを感じている様子も見られるが、概ね効果を感じられたようである。さらに、今後

の取り組みへの意欲と、自由記述による要望、意見をまとめた（図 18）（表 4）。「今後も体操をやろうと思

う」と回答した者が 51名、「思わない」が 0名、「わからない」が 1名、未記入が 1名であった。約9割が 

今後も取り組もうとする意欲を持っていることが分かった。「難しい」、「複雑すぎる」という意見もみられた

が、易しい動きで構成した「らくらく編」がある。完成披露会では時間の都合上、「らくらく編」の実演がで

きなかったが、難しさを感じる場合は「らくらく編」から取り組むことを推奨している。 

体操の完成から約 1 年後に実施した完成披露会では、日常的に取り組んでいる住民は多くないもの

の、多数の人が体操に意欲的であり、効果を感じていることが分かった。また、音楽に対する好意的な

意見が多く、地元出身のシンガーソングライターの楽曲を使用したことが体操の愛着に繋がっているこ

とが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15．当日の参加者概要               
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図 16．現在の取り組み状況              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17．体操実演後の感想                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18．今後の取り組みへの意欲 

 

16%

54%

28%

2%

普段やっている 知っているがやっていない

今⽇初めてやった 未記⼊

70%

26%

2% 2%

良かった まあまあ良かった どちらともいえない 未記⼊

89%

2%
9%

やりたいと思う わからない 未記⼊



産業文化研究 31     南部町「3つの花」体操普及事業の報告（第 2報） 

- 62 - 

 

 表 2．体操に取り組む頻度、実践場面、体操によって表れた変化に関する自由記述 
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表 3．体操実演後の感想および意見に関する自由記述 
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表 4．体操についての要望や意見に関する自由記述 

  

2）小・中学校へのアンケート調査 

 南部町の小学校および中学校に対して、現在の実施状況について質問紙を郵送により配布し、FAX

で回収した。質問内容は以下の通りである。 

 

① 体操講習会後、学校ではどのように取り組んでいますか？ 

取り組んでいる学校については、頻度・どのような場面で実施しているか、全校・もしくは特定の学

年で実施している等、具体的にご記入ください。 

 ② 体操に取り組んでいる学校については、児童生徒の皆さんの様子をお知らせください。 

 ③ 次年度以降の取り組みについてお知らせください。 

 

 小学校では、取り組んでいる学校が 3 校、取り組んでいない学校が 5 校であった。中学校では、取り

組んでいる学校が2校、取り組んでいない学校が 2校であった。取り組み内容と、児童生徒らの様子は

表5の通りである。運動会や発表会などの行事でスポット的に実施している学校が多いが、中には毎朝

取り組んでいる学校もあった。朝の会や、保健体育の授業内など、日常的な学校生活にぜひ取り入れ

てほしい。また、次年度以降の取り組みについては9校が前向きに検討しており、未定および未記入が

3 校であった。次年度以降の取り組み内容については表 6 の通りである。講習会を望む記述もあり、体

操が一過性のものにならないよう、継続して指導を続けることも検討していきたい。 
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表 5．体操に取り組んでいる小中学校の内容と児童生徒の様子 

 
 

 

表 6．次年度以降の取り組みの内容 

  

 

５．まとめ 

 本稿は、南部町独自の体操を普及・実践することで運動習慣の定着を図る「3 つの花」体操普及事業

の報告（第2報）であった。令和3年度に実施した普及活動の報告と、現状の普及状況について調査す

るために実施したアンケートの結果をまとめ、次年度以降の参考資料とすることを目的としてまとめたも
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のである。令和 3年度は、普及活動が事業の主内容であり、南部町のすべての小学校および中学校を

訪問し、体操講習会として指導を行った。また、体操完成披露会としてトークセッションおよび実演を行

い、57名の地域住民が参加した。令和 2年度から開始し、体操の考案から普及活動まで約 2年間の事

業であったが、体操の認知度が少しずつ上がり、実践には至らずとも「聞いたことがある」、「見たことが

ある」という住民が増えている手応えを感じる。特に高齢者世代は、講習会においても積極的に取り組

み、日常生活にも取り入れている様子がうかがえる。今後は、20代や 30代などの世代にも広く普及し、

健康づくりに役立ててもらいたい。 

小学生から高齢者まで町民全員が取り組める体操の考案は、対象者が広く、振付には試行錯誤した。

難易度が高くても低くても継続されないだろうと推測したが、やや難しいことにやりがいを持って挑戦し

てもらいたいと考え、あえて 1 回では理解が難しい構成にした。体操を通して町民の健康の保持・増進

や、運動習慣の向上に寄与できれば本事業としては成功であると言えるが、この体操が愛着のある体

操となり、幼児から高齢者まで幅広い世代の住民が、南部町の景色を思い浮かべながら親しみを持っ

て健康づくりに励んでもらえればと願っている。 
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